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平成27年第３回定例町議会は、９月４日から25日までの22日間開催されました。

平成26年度吉富町

決算認定される 歳入　35億4,566万1,726円
 歳出　33億5,016万9,969円
 差引残額　   1億9,549万1,757円

◉平成26年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について

◉平成26年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

◉平成26年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

◉平成26年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について

◉平成26年度吉富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

◉平成26年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
　以上６議案については、それぞれ、平成26年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、監査
委員の意見を付けて、議会の認定に付すものです。

◉平成26年度吉富町健全化判断比率の報告について

◉平成26年度吉富町公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について

◉平成26年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について
　以上３議案については、平成26年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業決算に基づく資金
不足比率を、法の定めるところにより、監査委員の意見を付けて、議会に報告するものです。

決
　
　
　
算

報
　
告

第３回 定例議会報告

一般
会計

歳  入

歳  出

◉平成27年度吉富町一般会計補正予算（第２号）について
　補正予算の追加　7,592万6千円　　予算総額　32億3,099万2千円
　○補正予算書の主な内容
　　地方債補正
　　公共事業等債 180万円 （追加）
　　緊急防災・減災事業債 1,100万円 （追加）
　　公営住宅建設事業債（変更） 6,630万円 ⇒ 6,810万円

　社会資本整備総合交付金（町営住宅分） 171万2千円 公営住宅建設事業債 180万円
　社会資本整備総合交付金（狭あい道路整備分） 200万円 公共事業等債（狭あい道路整備分） 180万円
　公共下水道事業費基金繰入金  △300万円 緊急防災・減災事業債 1,100万円
　前年度繰越金 5,731万4千円
　　
　
　基幹系電算システムのセキュリティ対策関係費（マイナンバー制度導入に伴う）  685万8千円
　道路新設関係費（測量等業務委託料、工事費、用地買収費）　 4,401万円
　防火水槽設置工事費　　670万円
　※慎重審議の上で、採決は過半数可決。※なお、当議案については、議員2人から補正予算修正の発議があるも、賛成少数で否決となった。
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※吉富小学校芝生化調査特別委員会設置に関する決議
　平成26年度に寄附された吉富小学校の芝生化に対し、寄付の経緯と内容の調査と今後の管理方法についての
審査と調査を行うため。

※吉富町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
　議会における欠席の届け出の取り扱いに関して、社会情勢などを勘案し、出産の場合の欠席の届け出について新
たに規定するものです。

※暴力団排除に関する決議について
　「暴力団の存在しない福岡県」実現に向け、あらゆる暴力団排除活動を全面的に支援するための決議。

※議会報告会の実施について
　議会報告会を実施するにあたり、議会の議決を求めるものです。

※議員派遣の件
　議会報告会を実施するにあたり、議員派遣について議会の議決を求めるものです。

　議員提案分

◉吉富町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法の
施行に伴い、特定個人情報の取扱い等についての所要の改正。

◉平成27年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
　補正予算の追加　1,415万4千円　　予算総額　9億2,949万6千円

◉平成27年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
　補正予算の減額   252万4千円　　予算総額　4億3,101万1千円

◉町道路線の認定について
　別府町有地の敷地内に埋設されている吉富町土地改良区の農業用送水管の維持管理を容易にす
るため、埋設されている部分を町道として認定するものです。

◉平成27年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について
　本年８月25日に、北部九州を縦断した台風15号の被害による公共施設等の復旧費等。
　補正予算の追加　435万3千円　　予算総額　32億3,534万5千円
　○歳出の主なもの
 　　住宅費　185万円　　　公共土木施設災害復旧費　226万円

◉平成27年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）について
　収益的支出の増額　7千円　　収益的支出の総額　1億7,095万9千円

◉吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
　前議案同様に、番号法の施行に伴い、個人番号カードの再交付手数料等についての所要の改正。

◉工事請負契約の締結について
　平成27年度公共下水道事業今吉地区面整備管渠（第３工区）築造工事について、株式会社　菅
組が落札し、契約相手予定者に決定したので、工事請負契約を締結するにあたり、議会の議決を
求めるものです。
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決
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決
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決
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
、

意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
多
数
の

質
疑
（
答
弁
）、
意
見
か
ら
抜
粋
）

※
吉
富
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

質
疑
、
意
見
等
は
特
に
な
し

※
議
吉
富
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

是
石
委
員

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
カ
ー
ド
」）
に
写

真
を
使
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い

う
写
真
を
持
っ
て
い
く
の
か
。

答 

弁

  

住
民
課
長

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
な
方
は
、
自

分
の
顔
写
真
を
撮
り
、
そ
れ
を
申
請
書

に
貼
付
し
て
申
請
し
ま
す
。

意 

見

  

是
石
委
員

　

メ
デ
ィ
ア
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
例

え
ば
そ
の
カ
ー
ド
を
普
段
持
ち
歩
く
と

い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
か
、
そ

れ
を
持
つ
と
特
典
が
あ
る
か
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
町
民
に
わ
か
り

や
す
い
説
明
会
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

と
い
う
こ
と
で
賛
成
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

是
石
委
員

 

議
会
費
に
つ
い
て
、
議
会
事
務
局
の
人

員
整
備
の
お
願
い
を
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
今
ま
で
の
協
議
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答 

弁

  

総
務
課
長

 

も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質 

疑

  

花
畑
委
員

 

事
務
局
長
の
資
質
の
ア
ッ
プ
と
か
、
議

会
の
活
性
化
ア
ッ
プ
に
対
し
て
も
、我
々

は
要
望
し
た
い
が
、
要
望
に
対
し
て
誠

意
を
持
っ
て
応
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

答 

弁

  

町
長

 

吉
富
町
は
、
役
場
の
中
の
職
員
数
に
し

て
も
、
わ
ず
か
80
人
弱
で
や
っ
て
ま
す
。

 

そ
の
よ
う
な
中
、
議
会
事
務
局
を
見
て

み
ま
す
と
、
確
か
に
仕
事
は
ふ
え
て
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
人
員
を
ふ
や
す
と

い
う
こ
と
は
、
行
政
効
率
を
考
え
た
場

合
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
員

の
皆
様
方
に
も
、
合
理
的
か
つ
、
な
る

べ
く
無
駄
の
な
い
議
会
事
務
局
に
な
る

よ
う
に
、
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質 
疑

  
岸
本
委
員

 

築
城
基
地
協
賛
会
負
担
金
が
支
出
さ
れ

て
い
る
が
、
全
国
の
他
の
基
地
で
協
賛

会
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁

  

総
務
課
長

 

存
じ
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

質 

疑

  

梅
津
委
員

 

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
助
成
金
に

関
し
て
、
本
町
の
子
ど
も
会
活
動
の
中

で
特
筆
す
べ
き
活
動
が
あ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

答 

弁

  

教
務
課
長

 

特
に
、
目
立
っ
て
こ
れ
と
い
っ
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
加
入
率
が
下
が

っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
25
年
度
の
加

入
者
が
１
４
６
名
で
、
加
入
率
35
・
４

％
が
、
26
年
度
１
５
０
名
で
、
加
入
率

が
若
干
上
が
り
、
38
・
７
％
。
地
区
数

と
し
て
は
10
地
区
で
変
わ
ら
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
現
象
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

子
供
会
の
結
成
が
難
し
い
地
区
に
お
い

て
は
、
隣
の
地
区
と
か
に
相
談
し
合
っ

て
、
で
き
る
だ
け
加
入
で
き
る
よ
う
に

今
後
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

意 

見

  

梅
津
委
員

　

子
ど
も
会
の
活
動
の
件
で
、
四
十
数
年

子
ど
も
会
の
廃
品
回
収
活
動
で
独
自
の

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
会

の
活
動
と
し
て
残
っ
て
い
た
幸
子
古
地

区
子
ど
も
会
が
、
８
月
を
も
ち
ま
し
て

い
よ
い
よ
終
焉
を
む
か
え
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
子
ど
も
会
の
育
成
の
面
で

も
再
三
私
は
、
一
般
質
問
、
議
会
等
で

発
言
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
の
開
始
と
と
も
に
、
補

助
金
等
が
打
ち
切
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
各
子
ど
も
会
の
活
動
が
終
わ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
先
ほ
ど
担

当
課
か
ら
加
入
率
が
35
％
か
ら
38
点
何

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
と
。
こ
の
こ
と

は
、
ゴ
ミ
回
収
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
担

当
課
の
多
大
な
る
日
頃
か
ら
の
支
援
に

基
づ
き
、
子
ど
も
会
活
動
が
若
干
な
り

と
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
賛

成
意
見
と
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
奨
学
金
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

是
石
委
員

①
奨
学
貸
付
金
に
不
用
額
が

５
０
９
万
３
千
円
あ
る
が
、
貸
付
を
45

名
と
想
定
し
て
い
た
の
が
、
実
際
に
貸

付
が
で
き
た
の
は
何
名
で
す
か
。

②
就
職
し
た
ら
す
ぐ
返
さ
な
い
と
な
ら
な

い
、
非
常
に
厳
し
い
と
。
そ
う
い
う
の

を
少
し
緩
や
か
に
す
る
と
か
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
希
望
者
に
使
え
る
よ
う
に
、

何
か
で
き
な
い
で
す
か
。

答 

弁

  
教
務
課
長

①
大
学
生
が
30
名
、
高
校
生
が
８
名
で
す
。

②
条
例
も
少
し
ず
つ
改
善
で
き
る
点
は
、

今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

意 

見

  

是
石
委
員

 

今
の
教
育
長
、
そ
れ
か
ら
教
務
課
長
の

お
話
の
中
で
、
奨
学
金
と
い
う
こ
の
浄

財
を
広
く
要
望
、
希
望
す
る
学
生
さ
ん

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
何
と
か
条
例

を
考
え
て
や
っ
て
い
け
そ
う
な
お
話
で

し
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
賛
成
い

た
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

質 

疑

  

是
石
委
員

①
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
中
で
、

町
営
住
宅
分
１
７
１
万
２
千
円
。
こ
れ

は
、
ど
う
歳
出
で
使
う
の
で
す
か
。

②
狭
あ
い
道
路
整
備
分
２
０
０
万
円
と
あ

り
ま
す
が
、
ど
こ
に
使
う
の
で
す
か
。

③
道
路
拡
幅
整
備
促
進
計
画
と
い
う
狭
あ

い
道
路
で
す
か
ら
、
起
点
か
ら
終
点
ま

で
の
最
終
計
画
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

今
回
の
補
正
で
は
こ
の
50
メ
ー
タ
ー
分

で
す
よ
と
い
う
よ
う
な
理
解
で
よ
い
の

で
す
か
。

答 

弁

  

①
健
康
福
祉
課
長
②
③
産
業
建
設
課
長

①
別
府
団
地
解
体
工
事
の
分

１
０
０
万
７
千
円
、
別
府
移
設
補
償
費

２
２
万
５
千
円
、
幸
子
団
地
街
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
分
４
８
万
円
、
ト
ー
タ
ル

１
７
１
万
２
千
円
で
す
。

②
狭
あ
い
道
路
の
補
助
対
象
と
な
る
延
長

50
メ
ー
タ
ー
分
に
つ
い
て
充
当
で
す
。

③
あ
く
ま
で
も
現
在
道
路
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
分
に
し
か
補
助
の
対
象
が
あ

り
ま
せ
ん
。
大
市
屋
敷
線
は
、
50
メ
ー

タ
ー
分
が
町
道
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
分
に
対
し
て
補
助
の
対
象

と
な
り
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
今
回
道
路
の
新
設
改
良
事

業
を
実
施
す
る
と
い
う
経
緯
に
な
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
道
路
が
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
こ
の
補
助
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

意 

見

  

是
石
委
員

 

町
営
団
地
解
体
に
関
す
る
補
正
予
算
で

す
が
、
１
８
０
万
円
の
起
債
。
全
体
の

解
体
予
算
が
よ
く
理
解
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
も
う
少
し
議
論
を
加
え
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
賛
成

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
経
過

①議会とは…町民の意思を代表する者として選挙で選ばれた議員の合議により、条例を決めるなど、町の意思決定を行うための機関。

※専決処分の承認を求めることについて（吉富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）
 地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、条例の一部を改正する条例したが、その改正条例に誤記が
あり、本条例の一部を改正する必要が生じたため、専決処分したので、議会の承認を求めるものです。

※工事請負契約の締結について（吉富町子育て支援センター放課後児童クラブ室棟建築工事）
 平成２７年８月２１日に入札会を行ない、拓伸建設株式会社が落札し、契約相手予定者に決定したので、工事請負契約
を締結するにあたり、条例の規定により、議会の議決を求めるものです。

平成27年第2回臨時会は、
　　8月28日の1日間開催されました。　平成27年第２回臨時町議会

専決処分の承認案件

契約案件
承 認

可 決



5

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
、
意
見

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
多
数
の
質
疑
（
答

弁
）、
意
見
か
ら
抜
粋
）

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

質
疑
な
し

意 

見

  

山
本
委
員

　

山
王
団
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
私
た

ち
は
内
容
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
十
分
な

説
明
と
国
、
県
の
基
準
に
沿
っ
た
基
準
額

で
建
設
し
て
ほ
し
い
と
、
再
三
言
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
解
体
工
事
も
し
く
は
建

設
工
事
が
予
算
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
異
議
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

山
本
委
員

 

出
産
育
児
一
時
金
は
何
件
か
。
ま
た
町
単

独
の
上
乗
せ
助
成
の
検
討
の
余
地
（
予
定
・

計
画
）
は
な
い
の
か
。

答 

弁

  

健
康
福
祉
課
長

 

12
件
分
で
す
。
国
民
健
康
保
険
の
出
産
一

時
金
に
関
し
て
は
、
法
ど
お
り
の
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

意 

見

  

山
本
委
員

　

特
定
健
康
診
査
委
託
料
の
件
数
を
お
し
え

て
下
さ
い
。
43
％
と
い
う
こ
と
は
半
数
以

下
し
か
受
け
て
い
な
い
が
、
受
け
て
な
い

人
た
ち
へ
の
啓
蒙
活
動
は
し
て
い
ま
す
か
。

答 

弁

  

健
康
福
祉
課
長

 

対
象
者
の
43
％
程
度
、
件
数
に
し
て

４
５
０
前
後
の
方
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
を
出
し
て
も
こ
ら
れ
な
い
方
に
は
、

電
話
等
で
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

山
本
委
員

 

吉
富
町
の
後
期
高
齢
者
の
推
移
を
お
し
え

て
下
さ
い
。

答 

弁

  

健
康
福
祉
課
長

 

各
年
度
末
で
、
24
年
度
９
８
６
名
、
25
年

度
９
９
４
名
、
26
年
度
１
，
０
０
３
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質 

疑

  

山
本
委
員

 

下
水
道
の
整
備
率
を
お
し
え
て
下
さ
い
。

答 

弁

  

上
下
水
道
課
長

 

今
年
度
で
お
お
む
ね
50
％
近
く
が
進
捗
し

ま
し
た
。

※
平
成
26
年
度
吉
富
町
水
道
事
業
会
計
剰
余
金

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

質
疑
意
見
等
な
し

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

質 
疑

  

山
本
委
員

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費

の
中
の
買
い
物
支
援
事
業
は
、
今
年
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
来
年
度
は
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

 

広
報
等
で
買
い
物
支
援
事
業
を
待
っ
て
い

る
人
に
、
延
期
の
公
表
（
告
知
）
は
し
な

い
の
で
す
か
。

答 

弁

  

健
康
福
祉
課
長

 

昨
年
度
よ
り
、
吉
富
町
商
工
会
と
買
い
物

支
援
事
業
の
引
き
受
け
を
協
議
し
ま
し
た

が
、
地
域
振
興
券
の
事
務
が
結
構
あ
り
今

年
は
で
き
な
い
と
、
丁
寧
に
お
断
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
は
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

 

こ
の
事
業
が
と
り
や
め
に
な
っ
た
こ
と
は

流
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
事

業
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

質 

疑

  

山
本
委
員

 

町
道
の
新
設
改
良
工
事
費
の
大
市
屋
敷
線

の
総
工
費
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

 

今
回
の
予
算
の
用
地
買
収
費
の
中
に
不
動
産

鑑
定
を
入
れ
た
用
地
買
収
が
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁

  

産
業
建
設
課
長

 

用
地
費
、
物
件
の
補
償
費
、
そ
れ
か
ら
土

地
分
筆
料
、
工
事
費
を
含
め
て
、
正
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
億
円
は
超
え
て
い

ま
す
。

 

今
回
の
予
算
の
用
地
買
収
費
は
、
不
動
産
鑑

定
を
入
れ
た
単
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質 

疑

  

太
田
委
員

 

県
景
観
整
備
事
業
負
担
金
と
は
、
ど
う
い

う
事
業
で
す
か
。

答 

弁

  

産
業
建
設
課
長

 

県
が
都
市
計
画
事
業
に
よ
り
、
県
道
山
内

吉
富
線
、
く
ら
や
か
ら
上
毛
町
の
町
界
ま

で
の
約
１
，
３
０
０
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、

10
年
計
画
で
景
観
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

今
年
度
は
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
事
業

費
に
対
し
て
、
４
分
の
１
が
町
費
負
担
と

な
り
ま
す
。

質 

疑

  

丸
谷
委
員

 

公
園
整
備
工
事
費
は
、
ど
う
い
う
内
訳
で

す
か
。

答 

弁

  

産
業
建
設
課
長

 

毎
年
、
公
園
遊
具
の
点
検
を
実
施
し
、
点

検
結
果
、
危
険
、
ま
た
は
早
急
な
交
換
が

必
要
の
場
合
を
想
定
し
、
工
事
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

質 

疑

  

山
本
委
員

 

別
府
団
地
解
体
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

料
の
財
源
の
内
訳
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

移
転
補
償
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
が
入

っ
て
く
る
の
で
す
か
。

答 

弁

  

健
康
福
祉
課
長

 

解
体
工
事
２
５
１
万
８
千
円
の
内
訳
は
、

１
０
０
万
７
千
円
が
交
付
金
、
１
５
０
万

円
が
町
債
、
１
万
１
千
円
が
一
般
財
源
で

す
。

 

移
転
補
償
費
56
万
４
千
円
の
内
訳
は
、
交

付
金
が
22
万
５
千
円
、
町
債
が
30
万
円
、

一
般
財
源
が
３
万
９
千
円
で
す
。

意 

見

  

山
本
委
員

 

別
府
団
地
解
体
工
事
実
施
設
計
委
託
料
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
議

会
か
ら
も
求
め
た
内
容
、
さ
ら
に
住
民
が

要
望
す
る
内
容
と
大
き
く
逸
脱
し
た
内
容

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
市

屋
敷
線
に
つ
い
て
も
、
１
億
円
を
超
え
る

よ
う
な
工
事
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
予
算

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
、
私
は
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

※
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

 

以
上
、
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
質
疑
、
意

見
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会
経
過

②執行機関とは…町長と行政の執行権限（教育委員会など含む）を持つ機関を言います。これに対し議会は議決機関といいます。

議案番号 議　案　等　の　名　称
審
議
結
果

中
家
章
智

山
本
定
生

太
田
文
則

梅
津
義
信

横
川
清
一

花
畑　

明

是
石
利
彦

岸
本
加
代
子

丸
谷
一
秋

若
山
征
洋

賛　
　

成

反　
　

対

　議決日：平成27年８月28日　第２回臨時会（採決が分かれた議案の採決結果）

議案第34号 工事請負契約の締結について（吉富町子育て支援センター放課後児童クラブ室棟建築工事） 可
決◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ 議

長８ １

　議決日：平成27年９月（４・９・25日）定例会（採決が分かれた議案の採決結果）

発議第３号 吉富小学校芝生化調査特別委員会設置に関する決議 可
決○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長６ ３

議案第35号 吉富町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第36号 吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第37号 平成26年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ 議

長５ ４

議案第38号 平成26年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第39号 平成26年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第42号 平成26年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第43号
平成27年度吉富町一般会計補正予算（第2号）に対する修正案 否

決● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● 議
長４ ５

平成27年度吉富町一般会計補正予算（第2号）について（原案） 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ 議

長５ ４

議案第47号 工事請負契約の締結について（平成27年度公共下水道事業今吉地区面整備管渠（第3工区）築造工事） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長８ １

議案第49号 平成27年度吉富町一般会計補正予算（第3号）について 可
決○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長７ ２

「○」…賛成　「●」…反対「議長」…議長職のため表決に参加しない 　「欠」…議会欠席
平成27年（第2回臨時会）（９月定例会）　議案審議結果



一般質問

6③定例会とは…付議事件の有無に関係なく定期的に招集される議会のことをいいます。毎年、3月、6月、9月、12月の年 4回。

問     
　

 

入
札
結
果
調
書
と
い
う
資

料
に
記
さ
れ
て
い
る
入
札

業
者
名
に
着
目
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
工
事
請
負
契
約
と

工
事
実
施
に
か
か
る
業
務
委
託
契

約
の
発
注
件
数
と
そ
の
金
額
、
併

せ
て
町
内
外
業
者
へ
の
工
事
請
負

及
び
業
務
委
託
に
つ
い
て
発
注
状

況
を
尋
ね
る
。

答    

 

総
務
課
長

昨
年
度
、
吉
富
町
が
発
注

し
た
工
事
請
負
契
約
、
工
事
実
施

に
か
か
る
業
務
委
託
契
約
は
、
表

１
の
通
り
で
す
。

問     
　

 

そ
の
内
の
随
意
契
約
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答    

 

総
務
課
長

随
意
契
約
の
件
数
と
金
額

は
、
表
２
の
通
り
で
す
。

問     
　

 

吉
富
町
建
設
工
事
指
名
競

争
入
札
参
加
者
の
格
付
及

び
選
定
要
綱
に
よ
る
事
業
者
の
う

ち
、
吉
富
町
内
で
、
土
木
工
事
一

式
、
建
築
工
事
一
式
、
舗
装
工
事

一
式
を
請
け
負
う
こ
と
が
で
き
る

業
者
が
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
何
社

あ
る
の
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

吉
富
町
建
設
工
事
指
名
登

録
入
札
参
加
願
が
提
出
さ
れ
、
土

木
工
事
、
建
築
工
事
、
舗
装
工
事

の
許
可
を
受
け
た
指
定
業
者
は
、

表
３
、
表
４
の
通
り
で
す
。

問     
　

 

町
内
業
者
は
そ
の
内
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

町
内
業
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
指
名
願
い
の
受
け
付
け
名
簿

を
一
括
し
て
管
理
し
て
お
り
、
町

内
外
を
区
別
し
た
資
料
と
い
う
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
か

ら
、
町
内
業
者
が
何
社

か
に
つ
い
て
は
、
お
答

え
で
き
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

問     
　

 

こ
れ
は
公
開
で

し
ょ
う
か
、
非
公

開
で
し
ょ
う
か
。

答    

     

産
業
建
設
課
長

指
名
願
い
登
録
に

参
加
さ
れ
た
業
者
に
つ

い
て
は
、
特
段
公
表
と

い
う
形
は
と
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
登
録
の
一

覧
表
の
準
備
は
し
て
い

ま
す
。

問     
　

 

非
公
開
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で

す
が
例
え
ば
、
他
市
町

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

登
録
業
者
の
公
開
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
吉
富
町

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

特
段
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

は
公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

意     
　

 

工
事
請
負
及
び
業
務
委
託

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
が
必
要
に
応
じ
て
予
算

化
し
ま
す
。
現
状
で
は
そ
の
担
当

課
が
業
者
選
定
か
ら
入
札
、
契
約

ま
で
一
連
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
他
市
町
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
業
者
選
定

か
ら
契
約
ま
で
の
入
札
業
務
の
担

当
課
と
事
業
を
行
う
担
当
課
と
を

分
離
し
て
事
務
の
効
率
化
を
図

り
、
事
業
担
当
課
と
入
札
業
務
担

当
課
の
業
務
を
的
確
か
つ
能
率
的

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
提
言
す

る
も
の
で
す
。

    町が
発
注
し
た
工
事
請

負
契
約
等
に
つ
い
て

是石 利彦 議員
表1

平　成　２６　年　度
契約件数 契約金額 契約件数 契約金額

工事請負契約　78件 総額
4億9,577万7,458円

町内業者　 52 件　　3億 3,696万 4,331円
町外業者　 26 件 1億 5,881万 3,097 円

業務委託契約　26件 総額 　7,330万5,598円　　(全て町外業者 26件)

表 3
平　成　２６　年　度

建設工事指名登録
入札参加願提出業者

679社

建設業許可のみ業者 337社
土木工事業許可 215 社
舗装工事業許可 133 社
建築工事業許可 161社

※複数の許可を受けている事業者があるため左記の数とは一致しない。

表 4
コンサル業者 315社

内、コンサル業に加え
建設業許可を持つ業者

25社

土木工事業許可  18社
舗装工事業許可   7社
建築工事業許可 　8社

※複数の許可を受けている事業者があるため左記の数とは一致しない。

表 2
平　成　２６　年　度

総　契　約　数 内　随意契約件数 随意契約額
工事請負契約　　78件 55件 3,042 万 6,892 円
業務委託契約　　26件 16件 4,023 万 5,998 円



一般質問

7

問     
　

 

町
起
債
、
町
の
借
金
、
こ
の

推
移
と
予
定
に
つ
い
て
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

町
債
の
推
移
は
、
平
成
14

年
度
末
の
13
億
２
千
万
円
を
底

に
、
平
成
26
年
度
末
の
残
高
は

24
億
５
，
５
８
７
万
１
千
円
。
そ

の
う
ち
の
約
60
％
16
億
円
弱
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
で
す
。

町
債
の
残
高
自
体
は
今
後
増
加
し

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問     
　

 

今
後
、
別
府
団
地
建
設
分

を
含
ん
だ
時
点
の
起
債
予

定
に
公
債
費
の
推
移
で
最
大
に
な

る
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か
、
ま
た
建
設
基
金
は
積
み
立
て

な
く
て
も
よ
い
の
か
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

町
債
の
償
還
（
公
債
費
）

に
つ
い
て
は
、

財
政
計
画
に
つ
い
て
も
、
平
成
23

年
度
に
策
定
し
た
第
２
次
財
政
計

画
に
基
づ
い
て
、
第
４
次
総
合
計

画
の
事
業
を
進
め
た
場
合
の
平
成

34
年
度
ま
で
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
交
付
税
が
見
込
み
よ

り
も
多
く
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
平
成
23
年
当
時
の
試
算
よ

り
も
さ
ら
に
良
好
な
財
政
状
況
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
第
２
次

の
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
、
総
合
計
画
の
中
期
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

同
じ
く
内
容
の
見
直
し
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

起
債
の
返
還
に
つ
い
て
も
、
問
題

な
く
い
け
る
と
い
う
見
込
み
を
持

っ
て
い
ま
す
の
で
、今
の
時
点
で
、

建
設
の
財
源
と
し
て
の
基
金
を
、

今
す
ぐ
に
設
け
る
必
要
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

 

第
２
次
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
公
営
住
宅
の
建
て
か

え
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
で
い

く
と
、
平
成
34
年
ま
で
で
事
業
費

が
合
計
11
億
円
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
が
現
時
点
で
、
別
府
団
地
ま

で
含
め
る
と
超
え
る
ん
で
は
な
い

か
、
全
体
で
は
第
２
次
財
政
計
画

よ
り
も
低
い
金
額
で
、
推
移
さ
れ

て
る
と
、
こ
れ
は
他
の
事
業
を
や

っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
こ
こ
に
関

し
て
は
超
え
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

現
在
の
第
２
次
財
政
計
画

に
つ
い
て
は
、
策
定
し
て
今
ま
で

の
推
移
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
公

営
住
宅
の
建
設
事
業
等
は
、
そ
の

予
定
額
の
通
り
で
は
な
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
事
業

等
の
合
計
の
金
額
で
あ
れ
ば
、
推

移
は
予
定
通
り
で
あ
る
と
、
先
ほ

ど
答
え
ま
し
た
。
今
度
、
中
期
の

基
本
計
画
の
策
定
に
基
づ
い
て
、

第
２
次
の
財
政
計
画
の
策
定
も
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
整
合
性

の
と
れ
た
形
で
、
も
う
一
度
き
ち

っ
と
見
直
し
し
た
い
と
考
え
て
は

ご
ざ
い
ま
す
。

問     
　

 

既
に
、
山
王
団
地
は
終
わ
り

で
別
府
団
地
は
、
も
う
建
設

に
入
る
、
先
に
財
政
計
画
な
り
計
画

が
あ
っ
て
初
め
て
実
施
に
移
る
ん

で
は
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、

例
え
ば
こ
の
町
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
の
建
替
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
高
浜
団
地
、
平
原
団
地
建
設
と

書
い
て
ま
す
。
こ
ち
ら
に
お
け
る
総

額
予
定
、
財
政
計
画
を
今
か
ら
立
て

る
と
言
わ
れ
る
ん
で
あ
れ
ば
、
大
体

の
金
額
が
出
て
る
と
思
う
。
こ
の
予

定
と
償
還
時
期
、
説
明
の
返
済
が
平

成
29
年
が
ピ
ー
ク
は
こ
れ
も
含
め

た
形
で
よ
ろ
し
い
か
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

財
政
計
画
上
の
起
債
の
償

還
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
現
在
に

事
業
が
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
償

還
が
必
要
な
も
の
を
合
計
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
行
っ
て

い
な
い
事
業
、
も
し
く
は
起
債
の

額
が
上
が
っ
た
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
行
っ
て
な
い
事
業
に
つ
い

て
の
分
が
反
映
さ
れ
て
な
い
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

意     
　

 

今
後
の
財
政
に
つ
い
て
は
、

今
現
時
点
の
起
債
で
償
還

額
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
施
策
次
第
で
は
後
世

に
借
金
を
残
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
が
判
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
質
問
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
続
い

て
い
る
吉
富
小
学
校
の
芝
生
化

寄
附
に
つ
い
て
、
こ
の
経
緯
と

現
状
説
明
を
。

○
現
在
、
吉
富
町
が
町
内
数
箇
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ

ラ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
目
的

に
つ
い
て
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
棟
に
つ

い
て
、
国
・
県
の
補
助
対
象
基

準
額
の
説
明
と
、
議
会
の
附
帯

決
議
の
趣
旨
に
沿
っ
た
施
策
を

ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
た
の
か
。

    町債
（
町
の
借
金
）
に
つ

い
て
問
う
！

④臨時会とは…特定の事件に限定して、これを審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

山本 定生 議員

歳出全般 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度予算 Ｈ29年度予測
公　債　費 183,108 184,582 195,184 218,201 228,754 270,000
歳出合計 2,999,267 3,077,781 3,210,744 3,350,170 2,915,000 

歳入歳出差引残金 200,735 158,155 282,150 195,492 0 
公営住宅債 187,933 168,166 182,382 201,644 224,614 
教育施設債 10,242 7,933 32,679 30,280 56,834 
体育施設債 71,483 65,835 60,085 71,431 78,971 
地方債合計 2,184,807 2,305,415 2,382,082 2,455,871 2,518,715 

泫特定目的基金の計 1,122,844 1,223,741 1,224,235 1,145,107 
積立金合計 2,542,030 2,744,127 2,793,584 2,625,726 

単位：千円

泫財調・減債を除く

吉富町歳入歳出５年分推移表（9月議会答弁より）



一般質問

8⑤議案とは…議会の議決を経るために、町長又は議員若しくは委員会が議長に提出する案件のことをいいます。

問     
　

 

平
成
27
年
か
ら
子
ど
も
子

育
て
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
が
、
定
員
を
上
回
る
、

申
込
み
が
あ
つ
た
場
合
の
選
考
基

準
に
つ
い
て
。

答    

 

健
康
福
祉
課
長

ひ
と
り
親
、
生
計
中
心
者

の
失
業
に
よ
り
、
就
労
の
必
要
性

が
高
い
場
合
虐
待
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
の

恐
れ
の
あ
る
世
帯
、
子
供
障
害
を

有
す
る
場
合
、
育
児
休
業
を
終
了

し
た
場
合
な
ど
が
、
優
先
順
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

 

保
育
料
と
土
曜
日
の
保
育

は
、
障
害
が
あ
る
子
供
の

保
育
は
ど
う
な
の
か
。

答    

 

健
康
福
祉
課
長

保
育
時
間
と
保
育
料
に
つ

い
て
十
分
説
明
し
た
上
、
保
護
者

の
希
望
を
踏
ま
え
て
11
時
間
保
育

の
認
定
を
行
う
な
ど
、
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
ま
す
。土
曜
保
育
、

障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
町
内

認
可
保
育
所
３
園
と
も
、
従
来
と

変
わ
ら
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。

問     
　

 

子
ど
も
子
育
て
会
議
の
進

捗
状
況
は
。

答    
 

健
康
福
祉
課
長

平
成
27
年
度
の
進
捗
状
況

に
い
て
は
、
年
度
末
、
子
ど
も
子

育
て
会
議
で
委
員
の
皆
様
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
を
行
い
、
町
民
へ
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

問     
　

 

町
長
又
は
担
当
課
長
、

町
民
と
の
協
働
を
基
本
に
、

各
自
治
会
に
災
害
発
生
通
知
係（
２

名
）
を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。

答    

 

総
務
課
長

災
害
発
生
通
知
係
と
い
う

も
の
は
、名
前
こ
そ
違
い
ま
す
が
、

自
主
防
災
組
織
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

 

災
害
の
早
期
把
握
と
迅
速

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

答    

 

総
務
課
長

台
風
と
か
が
接
近
し
ま
し

た
ら
、
役
場
の
職
員
が
夜
中
で
も

巡
回
を
し
て
い
ま
す
。
佐
井
川
橋

の
下
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
お
り
、

夜
間
で
も
監
視
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
山
国
川
に
も
役
場

で
監
視
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

 

災
害
対
策
本
部
職
員
の
起

動
力
発
揮
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答    
 

総
務
課
長

災
害
が
発
生
し
そ
う
に
な

っ
た
と
き
は
、
全
職
員
に
携
帯
の

メ
ー
ル
で
通
知
を
し
、
そ
れ
を
受

け
た
職
員
は
す
ぐ
に
役
場
に
出
勤

し
て
い
ま
す
。

問     
　

 

吉
富
小
学
校
は
昭
和
60
年

４
月
に
竣
工
し
て
今
年
で

30
年
経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥

離
が
起
き
る
と
思
い
ま
す
早
め
に

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答    

 

教
務
課
長

施
設
の
管
理
と
し
て
、
必

要
な
も
の
に
優
先
順
位
を
考
慮

し
、
計
画
的
に
進
め
た
い
、
現
在

町
が
策
定
を
進
め
て
い
る
公
共
施

設
管
理
計
画
に
も
従
っ
た
と
こ
ろ

で
、
事
業
は
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

 

旧
国
道
か
ら
北
側
へ
の
商

業
施
設
等
の
誘
致
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

本
町
も
北
側
地
区
に
商
業

施
設
の
進
出
を
願
っ
て
い
る
が
、

商
業
施
設
を
誘
致
す
る
に
は
一
定

程
度
の
土
地
の
確
保
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
企
業
側
か
ら
出
店
に
向

け
た
検
討
等
の
相
談
が
あ
れ
ば
、

行
政
と
し
て
で
き
る
範
囲
の
情
報

提
供
や
支
援
を
し
て
い
き
た
考
え

て
い
ま
す
。

問     
　

 

吉
富
町
は
ア
サ
リ
の
産
地

と
し
て
有
名
で
し
た
が
、

ア
サ
リ
の
資
源
回
復
事
業
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

ア
サ
リ
の
放
流
事
業
は
も

ち
ろ
ん
保
護
区
の
設
置
や
昨
年
度

か
ら
始
め
た
取
り
組
み
は
、
直
ち

に
ア
サ
リ
の
増
産
に
つ
な
が
る
も

の
で
な
く
、
今
後
は
漁
協
と
の
さ

ら
な
る
信
頼
関
係
を
築
き
、
ア
サ

リ
貝
産
地
と
し
て
復
活
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問     
　

 

法
人
化
に
よ
る
雇
用
型
農

業
体
制
づ
く
り
推
進
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

農
地
の
面
的
集
積
、
農
業

機
械
設
備
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の

人
材
確
保
作
業
、
受
委
託
等
の
確

保
が
で
き
れ
ば
あ
る
程
度
の
経
営

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
場
合
、
法
人
経
営
化

は
現
段
階
で
は
現
実
的
に
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

問     
　

 

田
辺
三
菱
製
薬
工
場
か
ら

購
入
し
た
土
地
の
有
効
利

用
策
と
し
て
企
業
誘
致
を
し
て
は

ど
う
か
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
と
も
協
議
を
重
ね
決
定

し
ま
す
。

丸谷 一秋 議員

    
災
害
発
生
通
知
係
の
設
置
に
よ
る

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

    公
有
施
設
の
老
朽
化
に

つ
い
て

    町内
の
活
性
化
に
つ
い
て

    子ど
も
子
育
て
新
制
度

に
つ
い
て
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問     
　

 

現
在
、
町
内
に
ど
の
よ
う

な
タ
イ
プ
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
何
台
設
置
し
て
い
ま
す
か
。

答    

 

総
務
課
長

24
台
設
置
し
て
い
ま
す
。

24
時
間
記
録
の
タ
イ
プ
で
、
記
録

す
る
デ
ー
タ
は
１
週
間
程
度
、
夜

間
は
、
赤
外
線
に
よ
る
撮
影
記
録

（
白
黒
）
で
の
撮
影
で
す
。

 

問     
　

 

現
状
の
安
全
対
策
で
は
、

ま
だ
ま
だ
必
要
な
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
な
と
考
え
ま
す
。

町
が
制
定
を
し
て
い
る
防
犯
カ
メ

ラ
運
用
に
関
す
る
要
綱
は
、
何
年

前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
と
比
べ
、
特

化
し
た
項
目
が
あ
り
ま
す
か
。

答    

 

産
業
建
設
課
長

平
成
25
年
７
月
10
日
に
要

綱
を
定
め
て
い
ま
す
。
本
町
独
自

の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問     
　

 

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

変
更
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
の
で
は
。
自
治
会
を
初
め
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
元
警
察
等
と
も
協
働
を

し
、
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇

所
を
掘
り
下
げ
る
。
検
証
を
す
る

協
議
会
や
話
し
合
い
が
必
要
で
は

と
思
い
ま
す
。

答    

 

総
務
課
長

器
物
破
損
や
不
法
投
棄
、

窃
盗
事
件
な
ど
が
繰
り
返
し
発
生

し
て
い
る
地
域
が
あ
れ
ば
、
設
置

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

問     
　

 

事
件
、
事
故
の
抑
止
に
も
つ

な
が
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答    

 

総
務
課
長

多
く
の
場
所
に
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
カ
メ
ラ
で
監
視
さ
れ
て

い
る
町
が
、
住
民
に
と
っ
て
住
み

よ
い
町
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ

り
ま
す
。

意     
　

 

各
方
面
か
ら
の
要
望
が
あ

る
危
険
な
所
に
は
、
少
し
ず

つ
で
も
増
や
し
て
欲
し
い
。

今
夏
の
中
学
生
男
女
の
殺
害
事
件
。

子
供
を
持
つ
親
に
し
て
み
れ
ば
、
ぞ

っ
と
す
る
よ
う
な
事
件
で
し
た
。
タ

イ
の
爆
破
事
件
や
Ｊ
Ｒ
の
ケ
ー
ブ

ル
火
災
も
そ
う
で
し
た
が
、
防
犯
カ

メ
ラ
が
き
ち
ん
と
適
材
適
所
に
設

置
、
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
、
早
期

の
犯
人
逮
捕
、
解
決
に
結
び
つ
い
た

事
は
周
知
の
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
メ

ー
ン
テ
ー
マ
で
す
。
事
件
が
起
こ
っ

た
後
に
慌
て
て
設
置
を
し
て
も
遅

い
と
思
い
ま
す
。

問     
　

 

民
間
の
事
業
者
等
が
設
置

を
希
望
す
る
場
合
、
補
助
金

を
交
付
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答    

 

総
務
課
長

今
の
と
こ
ろ
、
民
間
が
設

置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
へ
の
補
助
金

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問     
　

 

設
置
費
を
補
助
す
る
自
治

体
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
協
議
を
進

め
、
治
安
強
化
の
一
助
と
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
が
。

答    

 

総
務
課
長

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
民
間
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
て
い
く
か
、

そ
う
い
っ
た
体
制
を
整
え
た
上
で

補
助
金
と
い
う
も
の
は
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
の
時
点
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

意     
　

 

補
助
を
す
る
自
治
体
は
近

隣
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

治
安
強
化
の
一
助
と
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

問     
　

 

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
へ
の
設
置
は
急

務
と
思
う
が
、
設
置
の
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

答    

 

教
務
課
長

今
後
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
警
察
、
道
路
管
理
者
、

学
校
関
係
者
、
地
域
の
関
係
者

等
々
の
意
見
を
聞
き
、
設
置
や
運

用
の
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

 

危
険
な
箇
所
、
絶
対
に
必

要
な
所
に
特
化
し
て
、
少

し
ず
つ
で
も
増
や
し
て
欲
し
い
。

駅
や
公
園
に
つ
い
て
い
る
カ
メ
ラ

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
は
あ

た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
命
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
ど
ち
ら
が
大
切
で

す
か
。

答    
 
 

教
育
長

・
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
目
的
は
、
敷
地
内
、
校

舎
内
外
へ
の
外
部
者
の
侵
入
を
予

防
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
位
置
に
設
置
す
れ
ば
効

果
が
期
待
で
き
る
か
、
今
後
、
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。問     

　

 

協
議
会
を
早
急
に
立
ち
上

げ
、
十
分
な
討
論
を
し
て
欲

し
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
か
と

思
い
ま
す
。
喫
煙
や
一
方
的
な
暴

力
、
い
じ
め
、
先
生
に
対
し
て
の

あ
る
ま
じ
き
暴
力
行
為
等
が
あ
り

ま
し
た
。
教
師
や
親
、
保
護
者
だ

け
で
も
な
く
、
行
政
や
我
々
、
地

域
の
方
々
と
も
知
恵
を
出
し
合
い
、

適
材
適
所
へ
の
増
設
、
設
置
の
早

期
実
現
に
向
か
う
の
が
、
我
々
の

責
務
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

答    

 

総
務
課
長

吉
富
町
防
犯
組
合
が
、
週

３
回
、
青
パ
ト
で
活
動
し
て
い
ま

す
し
、
子
ど
も
見
守
り
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
重

大
な
事
件
、
事
故
は
起
こ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た
形

で
見
守
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

意     
　

 

安
全
対
策
に
１
０
０
％
と

い
う
の
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

早
期
に
協
議
、
設
置
を
進
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

    防犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
問
う
！

花畑 　明 議員

⑥議題とは…会議の対象となる案件のことをいいます。
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問     
　

 

過
去
８
年
間
の
経
緯
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

答    

 

総
務
課
長

平
成
20
年
３
月
６
日
と
23

年
７
月
14
日
に
副
町
長
の
選
任
に

つ
い
て
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が

不
同
意
で
し
た
の
で
不
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問     
　

 

県
内
で
副
市
長
ま
た
は
副

町
長
を
設
置
し
て
な
い
自
治

体
は
あ
る
の
か
？

答    

 

総
務
課
長

本
町
以
外
で
は
直
方
市
と

大
木
町
の
２
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

問     
　

 

現
状
で
危
機
管
理
体
制
は

大
丈
夫
だ
と
お
考
え
か
？

答    

 

総
務
課
長

総
務
課
長
が
代
行
を
行
っ

て
お
り
、
幸
い
に
大
き
な
危
機
に

直
面
す
る
こ
と
な
く
行
政
運
営
が

で
き
て
ま
す
。

問     
　

 

今
後
設
置
す
る
お
考
え

は
？

答    

 

総
務
課
長

地
方
分
権
改
革
に
よ
り
地

方
公
共
団
体
の
役
割
と
責
任
が
拡

大
し
て
お
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
副
町
長
を
設
置
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

問     
　

 

地
方
創
生
に
つ
い
て
総
合

戦
略
を
早
期
に
ま
と
め
る
、

と
あ
り
ま
す
が
具
体
的
に
お
願
い

し
ま
す
。

答    

     

企
画
財
政
課
長

８
月
に
町
長
、
教
育
長
、

各
課
長
で
組
織
す
る
創
生
本
部
会

議
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
ま
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
在

集
計
中
で
す
。
有
識
者
会
議
の
立

ち
上
げ
も
準
備
中
で
す
。

問     
　

 

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
、

と
あ
り
ま
す
が
具
体
的
に
お
願
い

し
ま
す
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

乳
児
全
戸
訪
問
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
、
子

ど
も
発
達
支
援
専
門
員
の
配
置
、

学
童
保
育
の
設
置
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
助
成
、
病
児
・
病
後
児

保
育
の
実
施
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
の
無
料
化
、
子
育
て
家
族
応

援
事
業
、
就
学
前
児
童
サ
ポ
ー
ト

事
業
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

 

起
業
を
め
ざ
す
方
々
へ
の

支
援
や
企
業
誘
致
を
図
り
、

と
あ
り
ま
す
が
具
体
的
に
お
願
い

し
ま
す
。

答    

 

企
画
財
政
課
長

Ｊ
Ｒ
吉
富
駅
前
で
の
起
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
創
業
希

望
者
の
掘
り
起
こ
し
、
企
業
立
地

奨
励
金
の
交
付
事
業
や
企
業
立
地

法
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
の
制
度
を
活
用
し
企
業
立
地

を
推
進
し
ま
す
。

問     
　

 

独
自
性
や
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
事
業
を
展
開
す
る
。

と
あ
り
ま
す
が
具
体
的
に
お
願
い

し
ま
す
。

答    

  

町
長

・
吉
富
町
か
ら
将
来
日
本
を

背
負
っ
て
立
つ
よ
う
な
国
際
的

な
活
動
、
活
躍
が
で
き
る
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
。

・
東
京
や
関
西
、
中
京
に
吉
富
の

同
窓
会
み
た
い
な
会
を
つ
く
り

吉
富
町
と
触
れ
合
う
場
と
し
て

物
品
、生
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

・
天
仲
寺
か
ら
鈴
熊
山
ま
で
、
日

本
に
な
い
、
世
界
に
も
な
い
石

橋
を
か
け
、
そ
の
よ
う
な
途
方

も
な
い
も
の
を
造
る
こ
と
で
、

国
内
外
を
問
わ
ず
人
が
集
る
、

そ
ん
な
観
光
名
所
に
し
た
い
。

問     
　

 

町
の
公
用
車
を
全
て
青
パ

ト
に
し
た
ら
い
か
が
で
し

ょ
う
？
費
用
も
比
較
的
か
か
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
。

答    

     

総
務
課
長

公
用
車
は
そ
れ
ぞ
れ
業
務

使
用
用
途
が
あ
り
、
ま
た
職
員
一

人
で
の
使
用
が
多
い
等
に
よ
り
全

て
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、
総
務

課
が
管
理
す
る
数
台
に
つ
い
て
は

検
討
し
ま
す
。

⑦議決（採決）とは…表決の結果得られた議会の意思決定のことをいいます。

中家　章智 議員

    副町
長
の
設
置
に
つ
い
て

    町長
の
所
信
表
明
に
つ

い
て

    公用
車
の
活
用
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
９
月
17
日
開
催
）

　

当
委
員
会
で
は
、
設
置
の
目
的
を
吉
富
小
学

校
の
芝
生
化
寄
付
及
び
管
理
に
対
す
る
調
査
と

し
、委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

説
明
員
に
説
明
を
求
め
、
そ
の
後
、
質
疑
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

説
明
内
容
、
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
多
数
の
質
疑
（
答
弁
）
抜
粋
）

説
明
を
求
め
た
内
容

①
寄
附
採
納
ま
で
の
経
緯

②
芝
生
化
工
事
中
の
状
況
報
告

③
芝
生
化
後
の
管
理
等
の
計
画

④
教
育
委
員
会
で
の
協
議
内
容
（
寄
附
の
受
納

の
件
に
つ
い
て
）

⑤
芝
生
化
工
事
中
の
吉
富
小
学
校
の
行
事
の
変

更
点
等

　
　
　
　

※
説
明
員
の
説
明
内
容
は
省
略

質
疑
で
は
、

①
寄
附
採
納
ま
で
の
経
緯

質 

疑

  

是
石
委
員

 

寄
附
が
６
月
４
日
に
役
場
経
由
で
教
育
長
に

入
っ
て
き
た
と
。
そ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員

会
に
報
告
と
委
員
会
で
の
協
議
を
し
た
の
で

す
か
。こ
う
い
う
寄
附
採
納
が
あ
り
ま
す
が
、

い
か
が
し
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
投
げ
か
け
を

し
た
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
受
け
ま
し
ょ
う

か
と
…
。

答 

弁

  

教
育
長

 

ま
ず
、委
員
長
さ
ん
に
相
談
に
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
断
る
理
由
が
な
い
、
校
長
に
も
相
談

し
て
、そ
れ
は
い
い
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、

採
納
を
委
員
会
と
し
て
は
決
定
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
教
育
委
員
会
を
開
く
た
め
の
手
段

と
し
て
、
連
絡
を
と
り
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
全
員
そ
ろ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、後
日
、

委
員
会
を
開
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

質 

疑

  

岸
本
委
員

 

教
育
長
は
、
町
長
が
小
学
校
の
入
学
式
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
芝
生
化
を
す
る
と
い
わ
れ
た

時
点
で
は
、
ご
存
知
だ
っ
た
の
で
す
か
。
相

談
を
受
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

答 

弁

  

教
育
長

　

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
芝
生
化
工
事
中
の
状
況
報
告

質 

疑

  

是
石
委
員

 

養
生
期
間
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

１
か
月
と
か
は
な
い
の
で
す
か
。

吉
富
小
学
校
芝
生
化
調
査

特
別
委
員
会
中
間
報
告

答 

弁

  

教
育
長

 

肥
料
を
撒
い
た
後
の
二
、三
日
や
今
度
、
冬

芝
の
種
を
撒
い
た
と
し
て
、
撒
い
た
場
合
は

少
し
あ
り
ま
す
。

③
芝
生
化
後
の
管
理
等
の
計
画

質 
疑

  
岸
本
委
員

 

目
砂
、
液
肥
、
冬
芝
の
種
等
、
今
後
費
用
は

ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

答 

弁

  

係
長

 

芝
の
肥
料
８
万
円
程
度
、
種
子
が
８
万
７
千

円
程
度
、
目
砂
が
３
万
４
千
円
、
あ
と
芝
刈

り
用
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
２
万
円
ほ
ど
み
て
い

ま
す
。

質 

疑

  

岸
本
委
員

 

芝
を
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
今

後
と
も
指
導
は
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

答 

弁

  

教
育
長

 

今
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
十
分
な
指
導
を

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
一
応
し
て
お
り
ま

す
。

④
教
育
委
員
会
で
の
協
議
内
容
（
寄
附
の
受
納

の
件
に
つ
い
て
）

 

質
疑
な
し

⑤
芝
生
化
工
事
中
の
吉
富
小
学
校
の
行
事
の
変

更
点
等

質 

疑

  

山
本
委
員

 

運
動
場
が
使
え
て
も
中
心
部
が
使
え
な
い
と

う
こ
と
で
、
体
育
の
制
限
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

答 

弁

  

教
育
長

 

体
育
の
授
業
に
使
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
植
え
た
の
は
、
６
月
25
日
。
も

う
水
泳
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育
の
運

動
の
中
身
も
移
行
で
き
ま
す
の
で
、
鉄
棒
、

ボ
ー
ル
遊
び
、
ハ
ー
ド
ル
で
あ
れ
ば
で
き
ま

す
。
１
、２
年
生
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
基
本

の
運
動
と
、
学
校
も
考
え
ま
し
た
の
で
、
体

育
に
関
し
て
は
あ
ま
り
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

等
々
の
質
疑
が
あ
り
、
当
委
員
会
で
は
経
過

を
見
守
る
事
と
し
て
、
今
後
は
小
学
校
へ
の
現

地
踏
査
及
び
次
年
春
の
育
成
状
況
の
確
認
な
ど

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て
委
員

よ
り
申
し
出
が
あ
れ
ば
特
別
委
員
会
の
開
催
を

行
う
事
と
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
吉
富
小
学
校
芝
生
化
調
査
特
別
委
員

会
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。



一般質問

11

問     
　

 

日
祝
日
の
運
行
に
は
買
い

物
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

選
挙
で
の
投
票
な
ど
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
あ
る
か
。

答    

 

総
務
課
長

日
祝
日
の
運
行
を
し
な
い

今
の
あ
り
方
を
決
め
て
か
ら
10
年

が
経
過
し
て
お
り
、
見
直
し
の
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問     
　

 

路
線
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答    

 

総
務
課
長

見
直
し
の
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問     
　

 

バ
ス
停
の
環
境
改
善
と
し

て
、
以
前
交
通
安
全
上
危

険
な
と
こ
ろ
は
措
置
を
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
現
在

殆
ん
ど
の
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
も
雨

風
よ
け
の
設
備
も
な
い
。
出
来
る

と
こ
ろ
か
ら
検
討
し
て
欲
し
い
。

答    

 

総
務
課
長

公
共
の
場
所
に
あ
る
４
箇

所
に
つ
い
て
は
設
置
し
た
い
。
ベ

ン
チ
に
つ
い
て
も
公
共
の
土
地
で

あ
れ
ば
置
き
た
い
が
、
民
地
の
場

合
は
難
し
く
十
分
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問     
　

 

給
食
が
教
育
の
一
環
で
あ

り
、
憲
法
が
義
務
教
育
を
無

償
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
当
然
、
給
食
費
へ
の
補
助

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
が
ど
う
か
。

答    

 

教
育
長

・
給
食
費
の
補
助
は
子
育
て

支
援
、
定
住
化
対
策
か
ら
も
有
効

で
直
接
的
な
対
策
だ
と
思
う
が
、

町
財
政
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
が
、
現
状
で

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問     
　

 

現
在
は
36
Ｌ
（
１
荷
）
に

付
き
４
２
２
円
と
い
う
料
金

で
あ
る
。
こ
れ
を
１
Ｌ
単
位
の
料

金
に
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

し
、
業
者
と
住
民
と
の
信
頼
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答    

     

住
民
課
長

現
在
、
衛
生
車
に
計
量
器

が
装
備
さ
れ
、
正
確
な
数
値
で
計

量
で
き
る
。
今
後
は
Ｌ
単
位
の
料

金
に
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
上

毛
町
、
収
集
業
者
と
協
議
を
す
る

予
定
で
あ
る
。

問     
　

 
難
聴
者
対
策
と
し
て
、
公

共
施
設
で
聴
き
づ
ら
さ
を

改
善
す
る
た
め
に
集
団
補
聴
設
備

（
磁
気
ル
ー
プ
）
を
設
置
し
て
欲

し
い
。

答    

 

健
康
福
祉
課
長

先
進
自
治
体
を
参
考
に
検

討
し
た
い
。

問     
　

 

可
燃
用
ゴ
ミ
袋
の
小
に
も

持
ち
手
を
つ
け
て
欲
し
い
、

ま
た
粗
大
で
は
な
い
不
燃
ご
み
を

遠
く
の
収
集
場
所
に
持
っ
て
い
く

の
が
辛
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
改

善
で
き
な
い
か
。

答    

 

住
民
課
長

持
ち
手
に
つ
い
て
は
、
費

用
、
代
金
に
問
題
が
な
け
れ
ば
対

応
し
た
い
。
不
燃
ご
み
の
収
集
の

変
更
は
、
業
務
委
託
、
ル
ー
ル
変

更
に
よ
る
混
乱
な
ど
の
問
題
か
ら

従
前
通
り
で
や
り
た
い
。し
か
し
、

不
燃
ご
み
の
収
集
場
所
を
増
や
す

こ
と
に
つ
い
て
は
自
治
会
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

※　

他
に　
「
吉
富
小
学
校
の
食

育
の
現
状
と
課
題
」「
高
齢
者
対

策
と
し
て
補
聴
器
の
補
助
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

⑧一般質問とは…本会議で町政全般に関する質問で、事務の執行状況、町政の方針等について質問し、又は報告、説明等を求めるものです。

岸本加代子 議員

    巡回
バ
ス
の
充
実
に
つ

い
て

    給食
費
へ
の
補
助
に
つ

い
て

    し尿
汲
み
と
り
料
金
徴

収
の
改
善
に
つ
い
て

    高
齢
者
対
策

答 

弁

  

教
育
長

 

肥
料
を
撒
い
た
後
の
二
、三
日
や
今
度
、
冬

芝
の
種
を
撒
い
た
と
し
て
、
撒
い
た
場
合
は

少
し
あ
り
ま
す
。

③
芝
生
化
後
の
管
理
等
の
計
画

質 

疑

  

岸
本
委
員

 

目
砂
、
液
肥
、
冬
芝
の
種
等
、
今
後
費
用
は

ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

答 

弁

  

係
長

 

芝
の
肥
料
８
万
円
程
度
、
種
子
が
８
万
７
千

円
程
度
、
目
砂
が
３
万
４
千
円
、
あ
と
芝
刈

り
用
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
２
万
円
ほ
ど
み
て
い

ま
す
。

質 

疑

  

岸
本
委
員

 

芝
を
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
今

後
と
も
指
導
は
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

答 

弁

  

教
育
長

 

今
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
十
分
な
指
導
を

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
一
応
し
て
お
り
ま

す
。

④
教
育
委
員
会
で
の
協
議
内
容
（
寄
附
の
受
納

の
件
に
つ
い
て
）

 

質
疑
な
し

⑤
芝
生
化
工
事
中
の
吉
富
小
学
校
の
行
事
の
変

更
点
等

質 

疑

  

山
本
委
員

 

運
動
場
が
使
え
て
も
中
心
部
が
使
え
な
い
と

う
こ
と
で
、
体
育
の
制
限
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

答 

弁

  

教
育
長

 

体
育
の
授
業
に
使
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
植
え
た
の
は
、
６
月
25
日
。
も

う
水
泳
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育
の
運

動
の
中
身
も
移
行
で
き
ま
す
の
で
、
鉄
棒
、

ボ
ー
ル
遊
び
、
ハ
ー
ド
ル
で
あ
れ
ば
で
き
ま

す
。
１
、２
年
生
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
基
本

の
運
動
と
、
学
校
も
考
え
ま
し
た
の
で
、
体

育
に
関
し
て
は
あ
ま
り
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

等
々
の
質
疑
が
あ
り
、
当
委
員
会
で
は
経
過

を
見
守
る
事
と
し
て
、
今
後
は
小
学
校
へ
の
現

地
踏
査
及
び
次
年
春
の
育
成
状
況
の
確
認
な
ど

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て
委
員

よ
り
申
し
出
が
あ
れ
ば
特
別
委
員
会
の
開
催
を

行
う
事
と
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
吉
富
小
学
校
芝
生
化
調
査
特
別
委
員

会
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。




